
  確 認 事 項 
 

次の案件に関する公告の変更、設計図書に対する質問・回答書及び修正事項等は

１から３のとおりです。 

 

令和８年９月９日 

広島県上下水道部長 川西 隆弘 

 

 

工 事 名 令和８年度芦田川浄化センター水処理施設反応タンク設備更

新工事（機械） 

入 札 方 式 一般競争入札（事後審査型） 

総合評価落札方式適用（実績評価１型） 

工 事 種 別 機械器具設置工事 

公告日又は指名通知日 令和８年８月 20日 

入 札 日 令和８年９月 11日～令和８年９月 14日 

開札予定日 令和８年９月 15日 

 

 

１ 公告変更 

  ０件 

 

２ 設計図書に対する質問・回答書 

  ２件 

 

３ 修正事項等 

  ０件 

 



別記様式第２号 

 

設計図書に対する質問・回答書 
 

令和 ８年 ９月 ３日 

 広島県上下水道部長 川西 隆弘 様 

 

                住 所              

                商号又は名称  

 

 工 事 名        ：令和８年度 芦田川浄化センター水処理施設反応タンク設備更新工事（機械） 

 工事場所：福山市箕沖町 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

質 

 

 

問 

 

 

事 

 

 

項 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

① 令和8年度、令和9年度の想定されております出来高予定額を御教示くださ

い。 

② 令和9年度に出来高が必要である場合、機器保管費は別途協議との認識で

宜しいでしょうか。 

③ 水処理の運用上、施工期間の指定はないとの認識で宜しいでしょうか。 

④ １池と２池を同時施工することは可能でしょうか。 

⑤ 底部流速測定は本工事の範囲内との認識で宜しいでしょうか。 

⑥ 中東情勢やウクライナ情勢などの世界情勢により、短期間においても機器

費、材料費、輸送不、労務費の上昇が生じております。上記記載の内容に価

格上昇が生じた場合は、請負金額増額の協議をして頂けるとの認識で宜しい

でしょうか。 

⑦ 中東情勢やウクライナ情勢などの世界情勢により、機器納期が長期化傾向

にあります。受注者の責によらない理由により、機器製作納期が長期化した

場合は工期延長が可能との認識で宜しいでしょうか。 

⑧ 汚泥の浚渫が必要となった場合は変更協議の対象との認識で宜しいでしょ

うか。 

⑨ 反応タンクの水抜き・清掃が必要となった場合は変更協議の対象との認識

で宜しいでしょうか。 
 



 

 

 

 

 

 

回 

 

 

 

 

答 

 

 
 

 

① 令和8年度は2池分の「第1～4槽散気装置」の機器製作、令和9年度は1池

分の現地機器据付完了を出来高予定として想定している。 

② 機器保管費が必要な場合は別途協議とする。 

③ 施工期間の指定は想定していない。 

④ 同時施工は可能である。 

⑤ 本工事範囲内である。 

⑥ 建設工事請負契約約款第25条に基づき協議は可能である。 

⑦ 建設工事請負契約約款第21条に基づき協議は可能である。 

⑧ 汚泥の浚渫が必要となった場合は別途協議とする。 

⑨ 反応タンク内の水抜き及び槽内ホース洗浄程度の清掃は、芦田川浄化セ

ンターにて実施するが、別途必要となった場合は協議とする。 
 

注 質問に対する回答は、令和９年８月20日から令和９年９月10日まで当機関において閲覧に供

する。 



別記様式第２号 

 

設計図書に対する質問・回答書 
 

令和 ８年 ９月 ７日 

 広島県上下水道部長 川西 隆弘 様 

 

                住 所              

                商号又は名称  

 

 工 事 名        ：令和８年度 芦田川浄化センター水処理施設反応タンク設備更新工事（機械） 

 工事場所：福山市箕沖町 

 

 
 

質 

 

 

問 

 

 

事 

 

 

項 
 

 

① 管廊内の機器・配管の更新に伴い、既設電線、ケーブルラックの一時撤

去が必要になった場合、電線、ケーブルラックの一時撤去及び復旧は変更協

議の対象との認識で宜しいでしょうか。 
 

 

 

回 

 

 

 

 

答 

 

 
 

 

① 本工事に伴い既設電線、ケーブルラックの一時撤去が必要になった場合は

協議の対象とする。 

注 質問に対する回答は、令和９年８月20日から令和９年９月10日まで当機関において閲覧に供

する。 


